
 

令和６年度事業報告書 

１．事業の実施状況 

（１）基金拠出金の受け入れと東北医科薬科大学への助成金の交付

・令和 6 年度は、東北医科薬科大学に対し東北地域医療支援修学資金（資金循環型・宮城県枠）

助成金 8.625 億円、東北地域医療支援修学資金（資金循環型・東北５県枠）助成金 1.4 億円

の交付を実施した。 

・機構は「東北地域医療支援修学資金（資金循環型・東北 5 県枠）原資助成基金」において令

和 7 年 3 月 31 日に、学校法人東北医科薬科大学から 1.5 億円の拠出金を受け入れた。

（２）助成基金の新規運用状況

・令和 6 年度基金運用計画（令和 6 年 3 月 22 日理事会承認済）に基づき、同年 4 月に満期が

到来した定期預金 14.4 億円のうち、同年前期貸与助成額 4.5 億円を差し引いた 9.9 億円に

ついて、以下のとおり運用を行った。

銘 柄 

【購入先】 
種 類 

金 額 

【単位：億円】 
期 間 

利 率 

【％】 

七十七銀行 

大口 

定期預金 

4.5 

1.5 ヶ月 

(R6.4.12-5.30) 
0.025 

大和ネクスト銀行 

3 ヶ月 

(R6.5.30-8.30) 
0.29 

1 ヶ月 

(R6.9.6-10.6) 
0.13 

七十七銀行 

2.4 

2 ヶ月 

(R6.4.12-6.19) 
0.025 

静岡県第 1 回公募公債 

【SMBC 日興証券】 
地方債 

3 年 

(R6.6.20-R9.6.18) 
0.453 

第 183 回株式会社日本政策 

投資銀行無担保社債 

【野村証券】 

財投機関債 3.0 
3 年 

(R6.4.12-R9.4.12) 
0.319 

※全体の基金運用状況（令和 7 年 3 月末時点）は別紙参照

（３）理事会、社員総会の開催

・以下のとおり理事会及び社員総会を開催した。

第 35 回理事会   令和 6 年 6 月 6 日開催 

協議事項 1．令和 5 年度決算及び事業報告の件 



 

第 9 回定時社員総会 令和 6 年 6 月 6 日開催 

協議事項 1．令和 5 年度決算及び事業報告の件 

 2．理事選任の件 

第 36 回理事会  令和 6 年 12 月 18日書面決議 

協議事項 1．利益相反取引承認の件 

 2．令和 6 年度東北地域医療支援修学資金原資助成基金募集の件 

 2－1．募集要項制定の件 

  2－2．契約書締結の件 

 3．第 11回臨時社員総会招集の件 

第 37 回理事会  令和 7 年 3 月 25 日開催 

   協議事項 1．令和 7 年度基金運用計画の件 

 2．令和 7 年度事業計画の件 

 3．令和 7 年度収支予算の件 

 4．東北地域医療支援修学資金制度一部廃止の件 

 5．経理規程一部改正の件 

6. 令和 7 年度第 1 回定時社員総会招集の件

第 11 回臨時社員総会 令和 7 年 3 月 25 日開催 

   協議事項 1．令和 7 年度事業計画の件 

 2．令和 7 年度収支予算の件 

２．令和 6 年度宮城県財政的援助団体等監査の実施について 

・地方自治法第 199 条第 7 項に基づき、以下のとおり令和 6 年度宮城県財政的援助団体等監査が

実施された

事務局監査 令和 6 年  9 月 20 日 開催 

委員監査  令和 6 年 11 月 13 日 開催 

監査の結果、令和 7 年 3 月 27 日付宮監委第 127 号にて以下の指摘事項を通知された。 

＜指摘 1＞ 

社員総会を招集する場合は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下「法人法」

という。）第 38 条に基づき、理事会の決議によらなければならないところ、招集の決定に係

る理事会決議を行っていなかったもの。 

    ＜指摘 2＞ 

代表理事は、法人法第 91 条に基づき、理事会において、自己の職務の執行の状況を報告す

べきところ、いずれの理事会の議題及び議事録においても、当該報告が確認できなかったも

の。 



 

指摘事項を踏まえ、機構内で改善方針を策定のうえ、令和 7 年 4 月 15 日付で宮城県の主務 

室（医療人材対策室）を通じて、監査事務局へ報告書を提出した。 

・前述した事務局監査及び委員監査では、大学職員の立場・位置づけについて監査事務局より

以下の照会があった。

＜照会事項＞ 

東北医科薬科大学の事務職員が機構と大学間で締結した業務委託契約の内容、機構職員の 

勤務実態について法令上問題はないのか 

照会を受け、業務委託契約の意思決定に関わらない人物を総務事務担当理事に選任し、総務 

事務担当理事を本機構の事務局長として社団事務を統括させる組織体制とするよう検討す 

ることとした。なお、検討結果については令和 6 年 11月 8 日および令和 7 年 3 月 6 日に、 

監査事務局へ回答書をした。 

以 上 



 

（別紙） 

■基金運用状況（令和 7 年 3 月末時点）

※1 残高は令和 7年 3月 31 日満期分（3億円）を含む。

※2 上記⑦・⑧が令和 6年度の新規運用分（再掲）

機 関 名 種 類 
金 額 

【単位：億円】 
期 間 

利 率 

【％】 

①

三井住友信託銀行 

コーラブル定期預金

3 
2年 

（R5.3.31-R7.3.31） 
0.025 

② 6 
2年 

（R5.4.14-R7.4.17） 
0.025 

② 三菱 UFJ銀行 6 
3年 

R5.3.31-R8.3.31 
0.04 

③ 三井住友銀行 3 
3年 

（R5.4.21-R8.4.21） 
0.034 

④ みずほ銀行 4.6 
3年 

（R5.12.8-R8.12.8） 
0.14 

⑤ 三井住友銀行 3.5 
4年 

（R5.4.21-R9.4.21） 
0.095 

⑦ 
静岡県第 1回公募公債 

【SMBC日興証券】 
地方債 2.4 

3年 

（R6.6.20-R9.6.18） 
0.453 

⑧ 

第 183回株式会社日本政

策投資銀行無担保社債 

【野村証券】 

財投機関債 3 
3年 

（R6.4.12-R9.4.12） 
0.319 

計 31.5 
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